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ABSTRAK 

 

Nanditta Salvarina. 2023 Efektivitas Penerapan Model Microlearning Pada 

Pembelajaran Bahasa Jepang Untuk Meningkatkan Kemampuan Berbicara Siswa 

Kelas XII SMK Yappenda. Skripsi. Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang. 

Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mengatasi permasalahan mengenai kemampuan 

berbicara siswa dalam bahasa Jepang. Siswa cenderung sulit melafalkan kalimat, 

sering tercampurnya pelafalan bahasa Inggris saat berbicara menggunakan bahasa 

Jepang. Permasalahan lainnya adalah waktu belajar yang terbatas sehingga praktik 

berbicara bahasa Jepang untuk siswa kurang maksimal. Di sisi lain materi 

pembelajaran cukup banyak, sehingga ketercapaian target pembelajaran kurang 

maksimal. Kemudian kurang nya pemanfaatan media dalam proses pembelajaran 

yang berbasis teknologi, menjadi salah satu penyebab kurang terpicunya minat 

belajar siswa. Microlearning dihadirkan sebagai salah satu model pembelajaran 

yang dimungkinkan dapat mengatasi permasalahan yang tengah dihadapi. 

Microlearning merupakan materi pembelajaran yang di pecah menjadi konten 

kecil dengan menggunakan media berbasis teknologi, dan pembelajaran yang 

bersifat fleksibel sehingga siswa dapat lebih mudah memahami materi serta dapat 

belajar dimana pun dan kapanpun. Penggunaan microlearning pada penelitian ini 

yaitu untuk mengetahui efektivitas penerapan model Microlearning pada 

pembelajran bahasa Jepang untuk meningkatkan kemampuan berbicara siswa. 

Metode yang digunakan dalam penelitian ini adalah metode pre experimental 

design dengan one group pretest-posttest design. Populasi dalam penelitian ini 

adalah siswa SMK Yappenda. Sampel yang dipilih dalam penelitian ini adalah 

kelas XII jurusan Akuntansi Keuangan dan Layanan dengan jumlah 24 orang. 

Instrumen penelitian yang digunakan berupa observasi, tes, dan angket. Dari hasil 

pengolahan data penelitian, diketahui thitung sebesar 2,82 dengan taraf signifikasi 

5% dan derajat kebebasan (db) = 23 memperoleh ttabel 2,07. Dengan demikian 

(thitung > ttabel), dapat disimpulkan bahwa penerapan model Microlearning efektif 

meningkatkan kemampuan berbicara dalam bahasa Jepang siswa kelas XII jurusan 

Akuntansi Keuangan dan Layanan SMK Yappenda.   

Kata Kunci: Kemampuan Berbicara, Model Microlearning 
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ABSTRACT 
 

Nanditta Salvarina. 2023 Effectiveness of Implementing the Microlearning 

Model in Japanese Language Learning to Improve the Speaking Ability of Class 

XII Students at Yappenda Vocational School. Thesis. Japanese Language 

Education Study Program. Faculty of Language and Art. State University of 

Jakarta. 

 

This research was motivated by problems regarding students' speaking abilities in 

Japanese. Students tend to find it difficult to pronounce sentences, English 

pronunciation is often mixed up when speaking Japanese. Another problem is 

limited study time so that students' practice of speaking Japanese is not optimal. 

On the other hand, there is quite a lot of learning material, so the achievement of 

learning targets is less than optimal. Then the lack of media usage in the 

technology-based learning process is one of the causes for the lack of triggering 

the students' interest in learning. Microlearning is presented as a learning model 

that can possibly overcome the problems currently being faced. Microlearning has 

the characteristics of learning material which is broken down into small content, 

the use of technology-based media, and flexible learning so that students can 

understand the material easier and can learn whenever wherever they want. The 

application of microlearning in this research is to determine the effectiveness of 

applying the Microlearning model to Japanese language learning to improve 

students' speaking skills. The method used in this research is the pre-experimental 

design method with one group pretest-posttest design. The population in this study 

were Yappenda Vocational School students. The sample chosen in this research 

was class XII majoring in Financial Accounting and Services with a total of 24 

people. The research instruments used were observations, tests and questionnaires. 

From the results of research data processing, it is known that calculated t-value is 

2.82 with a significance level of 5% and degrees of freedom (db) = 23, obtaining a 

calculated t-value of 2.07. Thus (calculated t-value > tabulated t-value), it can be 

concluded that the application of the Microlearning model is effective in 

improving the ability to speak Japanese in class XII students majoring in Financial 

Accounting and Services at Yappenda Vocational School. 

Keywords: Speaking Ability, Microlearning Model  
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ヤッペンダ専門学校三年生の会話能力を向上させる日本語学習における

「マイクロラーニング」モデルの使用効果 

 

ジャカルタ国立大学 

Nanditta Salvarina 

nanditalll7@gmail.com 

概要 

A.背景 

この現在でインドネシア人労働者の間に海外で働くことは関心

が高まってある。 その目的地の一つ国は日本である。 これに対し、 将

来の労働者にとって最も必要なことはできるだけ早く日本語を学び、

日本語を話せると会話ができるようになることである。 そこで政府は

学校に日本語科目を追加し始めた。 これは北のジャカルタのヤッペン

ダ専門学校でも起こる。 

会話能力は四つの言語スキルの一つである。 言語を学ぶ人の目

的は、学んだ言語を使って話すことができるようになることである。 

し かし実際には、学生の日本語会話能力を向上させる必要がある。 学

生は英語の発音を使って日本語を発音する傾向があり、時間が限られ

ているから、学生は授業中に会話練習をできないというインタビュー

を受けた日本語教科の教師からのインタビューに基づいていた。 学生

が理解しなければならない内容が多いので学生は授業で日本語の会話

練習はたりないである。教科書もないし、学生は授業で教師の説明だ

けで学ぶ。 

そのため、日本語学習で目標を達成するための適切な学習モデ

ルが必要である。 この問題は関連しているから、研究者は日本語学習
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でマイクロラーニングモデルを使用して、学生の会話能力の向上にお

けるかどうか有効性をテストされる。 この実験は専門学校の財務会計

のサービスを専攻する三年生を対象に実施された。 

B. 問題提供 

1. ヤッペンダ専門学校の三年生を学習する際に日本語の会話能力を向

上させるためにマイクロラーニングはどのように実施されてだろう

か。 

2. ヤッペンダ専門学校の三年生の会話能力を向上させるためにマイク

ロラーニングの適用は日本語学習においてどの程度効果的だろうか。 

3. マイクロラーニングモデルで日本語学習の会話能力を向上させるこ

とに対する、ヤッペンダ専門学校の学生の反応はどうだろうか。 

 

C. 解決 

この研究は 2023年 8月から 12月までジャカルタ国立大学日本語

学科とヤッペンダ専門学校に行われた。 事前テストは 11 月 2 日と、 

事後テストは 12月 4日に行われた。 研究の方法は Pre Experimental メ

ソッドで、デザインとしては One Group Pretest-Posttest Design のモデル

である。 本研究の対象はヤッペンダ専門学校の三年生である。 そして、

サンプルは財務会計とサービスの 24人である。 

研究の収集のテクニックのは観察とテストとアンケートである。 

この観察結果は、モデルの適用を説明するとマイクロラーニング資料

提示装置をテストするために使用される。 テストは事前テストと事後

テストである。 調査アンケートはマイクロラーニングモデルの利用の

意見と欠点効果を見つかることの目的である。 
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1. 観察結果 

日本語学習に実施されるマイクロラーニングモデルを応用す

ると、まずはシラバスに基づくテクノロジーべースの教材する。つ

まりマイクロラーニングモデルを実装したウェブサイトの設計を最

初に行う必要がある。 素材コンテンツをマイク ロコンテンツに読

み込み、素材の開発と専門家による素材装備の実 現可能性のテスト

を行う。 次に、教師は治療を適用する前に学生の基本的な会話能力

を評価する。 また、学生が自宅で学習教材を自主的に学習できるよ

うに、マイクロラーニングを使用したウェブサイ トのリンクにアク

セスするように求められる。 

その後、授業前に学生は事前に教師が提供した学習 ウェブサ

イトを使用して、自主的に今回の学習する内容を学ぶ。 授業では、

教師が学生の教材の理解をテストし、さらに学生は教材についての

簡単な会話を練習する。 これは、最後の授業が行われるまで、全目

標が達成されるまで行われる。 このモデルを実装する最終段階で、

教師が各学生にインタビュー形式で事後テストを実施し、以前と比

べて会話能力が向上したかどうかを判断する。 

裏付けデータとして、マイクロラーニングモデル資料提示装

置の実現可能性を観察により検証する必要がある。 観察データの結

果に基づいて、 マイクロラーニングモデルを使用したテクノロジー

ベースの学習ツールは、98%の実現可能性を示し、「非常に良い」 

(SB) という認定を受けられた。 
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2. 事前テストと事後テスト 

事前テストと事後テストの全体的な結果は次のようである。 

a.事前テスト 

計算結果 

平均点 66.75 

最高点 84 

最低点 58 

 

b.事後テスト 

計算結果 

平均点 75.63 

最高点 94 

最低点 65 

 

学生 24 名の事前テストの結果から、最高点 84 点、最低点 58

点の平均点 66.75点が得られた。一方、事後テストの結果は、平均点 

75.63 点で、最高点は 94 点、最低点は 65 点でした。計算結果に基づ

くとマイクロラーニングモデルを日本語学習に適用すると、5%有意

水準 2.07 で自由度 t 表（db）＝23 を上回る t 数 2.83が得られた。し

たがって、示されている t表 は計算から t数値が t表値より大きいこ

とを示する (t数 > t表) = 2.83 > 2.07)。つまり、マイクロラーニング

の適用はヤッペンダ専門学校の日本語科目における三年生の会話能

力の向上に効果的があると結論である。 
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3. アンケット 

この調査アンケートの結果は次のようである。 

1. 100％学習者は「マイクロラーニングモデルは興味深いであ

る」、 

2. 100%学習者は「マイクロラーニングモデルは割合で日本語学

習に適用するのに適している」、 

3. 100%学習者は「マイクロラーニングモデルは会話時の発音能

力が向上させる」、 

4. 95,8%学習者は「マイクロラーニングモデルは会話時に正しい

文法を使用する能力が向上させる」、 

5. 100%学習者は「マイクロラーニングモデルは会話時に語彙を

正しく使用する能力が向上させる」、 

6. 100%学習者は「マイクロラーニングモデルは滑らかな会話が

向上させる」、 

7. 100%学習者は「マイクロラーニングモデルは授業で学習内容

を理解することが向上させる」、 

8. 100%学習者は「マイクロラーニングモデルは短期間で勉強の

質を向上させる」。 

24人の学生を対象とした合計 17問分のアンケートに基づいて、 

マイクロラーニングモデルは肯定的な回答を得られた。 マイクロラ 

ーニングモデルは、学生の日本語会話能力の向上に役立ちである。 

さらに、マイクロラーニングモデルは学生に教材の理解できるを向

上される。 このモデルを使用することで、学生は授業で日本語をも

っと理解できるし、流暢に話すことができるようになる。 
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D. 結論 

この調査の結果に基づいて、ヤッペンダ専門学校の三年生の会話

能 力向上とした結果に対するマイクロラーニングモデルの利用は効果

で ある。マイクロラーニングモデルを使用することで学生は、日本語

の発 音が正しいを使うし、適切な文法と語彙の使用できるし、会話が

簡単 に理解できるなどの会話能力を向上させることである。さらに、

学生 は学習の質と主題の理解を向上させることもできる。  
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